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回 想

日本音響学会誌 42 巻 11 号 （1986）

魚 探 の 黎 明 期 の 思 い 出
＊

平 野 正 勝
＊＊

1． は じ め に

　我が国に は昭和 の 初年す で に物理 的方法に よ っ て 「魚

群を検出」 しよ うとする 研究 ・実験が試み られたと い う
“
秘話

”
が ある 。 末尾 に 述 べ る 。 ま た ，昭和 15 年頃，橋

本 富寿先生 らが 日 本海溝の 深海測深 に 成功 ， 輝か しい 記

録を樹立 した の に続き ， 館山湾 で 最 初の 魚群 の 記録図 を

得た こ とも報告されて い る。

　戦後 一群 の 入 た ちが蹶起 し学者 ・研究者 ・メ ーカが

一体 と な っ て 強力 な開発組織を結成 し，当時 の 絶望的 な

「飢 餓恐怖時代」 に 対処 して ，「魚群 探知機」 の実用化を

推進．遂に こ の 危機を救 っ た事実は，「産学協同」 の サ

ン プ ル ケ
ース で あると賞 揚された 。 日本の水産界に対 し

て は疑 い もな く
“

産業革命
”

をもた らした の で ある 。

　 こ れ は水産 界 を 科学化 し ， 今 日 の 情報時代の さきが け

で もあ っ た 。 そ して 「魚探界」 は そ の 後 も着 々 と進展 を

続け，質 ・ 量ともに世界 市場 を制覇 して い る 。 原始性が

強い と言われ る水産 の 世界の 中で 。

2． 戦後魚探機開発 の ル ーツ

　超音波を用 い る 音響測 探機や探信機は ， 商船 用又 は海

軍の兵器 と して 戦時中か らす で に あ っ た 。こ れ らに つ い

て は久山多美男先生 の 論文 に詳 しい （「水中音響 50 年 の

今昔」海洋音響研究会報 ，
1978）

15 ⊃

。

　昭和 15，6 年頃，日本電気 グル ープが 日本海溝深部の

測深に世界的な記 録を樹立 し， 続 い て 千葉県館山沖で 日

本 で 最初の 魚群 エ コ
ーをキ ャ ッ チ した経緯は，橋本先生

が そ の 随筆に 述 べ て い る （「魚探研究 の 思 い 出」 昭 43）。

　海上電機 （「海上電機 35年 の 歩み 」昭 59）
23 ）

で も古野

電気 （「漁業の 科学化に生きる フ ル ノ 」 昭 53）
2の で も，そ

れ ぞ れ戦後い ちはや くか ら戦時中の 音響測深儀 の改造 機

で ，魚群探知の実用化に成功 した と実績を誇 っ て い る 。

　こ れ らと は 別個 の ル ー ツ
， す な わ ち東北大を主軸と

し，日本無線 と産研 が 提携 したグ ル ープ の 中で の ，故菊

池喜充先生 の 活躍ぶ りを述べ る 。

　 2．1 最 初の 動き

　菊池先生は，当時の状況を後 日，日本水産学会で 行 っ た

＊ Memoirs− The 　dawn 　of 　fish−finder ．
＊ ＊ Masakatsu 　 Hirano

講演で ，次 の よう に 述 べ て い る
2）

。 「（音響 に よる）測深 ・

探信 の よ うな技術を漁業の面に応用 して ，漁業を も っ と

科学化 しよ う と い う試 み が，昭和 20年 12月に計画 さ

れ，本学 （東北大学）農学研究所今井教授を中心 と して

筆者等有志が集ま り具体的 に 着手 し た …
」，「22 年に は

文部省か ら科学試験研究費 の 援助が あ っ た 」「23 年に は

製造会社と して 日本無線 が，実験部隊 と して 産研 が参加

した 」 （「超音波に よ る魚群探知法の 現況」東北支部会報）

　 23年 に は 通研所長抜 山平
一

先生 自身 が主任研究者と

な り，引 き続き 24 年 に 抜 山所長 か ら文部省に 提 出 した

申請書 に は， （主 任）菊池喜充 ， 今井丈夫 （各東北大教

授），実吉純一 （東京工 大），熊凝武晴 （水産講習所各教

授）， 平野正 勝 （産研所長）， 望月敬治 （日本無線技師），

菊池襲次郎 （宮城県水試技官）の各研究者 7 名が参加 し

た 。 課題 は （漁業用音響測深機 の 設計並 に そ の実用化の

研究」。計画大要は 「い わゆ る 〈魚見〉 の 方法で は発見 し

えな い 魚群を直接発見す る こ とが で きる…」「50kc の 磁

歪振動子を用 い る 」 と い うもの で ，こ の 頃は終戦後早 く

も発足 した開発研究が徐 々 に軌道 に乗り， 目標は魚群を

直接発見する と こ ろ に 重点 が 置か れ た 。 もっ とも先生方

は こ れ と 並行 して ，日本電気や 沖電気等に対 して も別 の

角度 か らそ れぞれ指導 して お られ るようで あ っ た 。

　産研で は 22 年の 秋か ら沼津市千本松原近 傍 に本拠 を

設 け，
23 年 3月末 日 に は ， 東海区水産研究所に 「試製第

1号魚群探知機」 を納入 した実績がある。

　2．2　日本無線の活動

　日本無線 で は 23年 の 1 月か ら研究部 の 望月，阿部弘

の 両氏を東北大 に 派遣 して 研究 に 従事させ た 。 また，抜

山先生 も同社 に 対 して 直接指導さ れ ，菊池 先生 は技術顧

問と して 毎月 1〜2 回以上，泊りが けで 出張 し理論と実

技の 両面か ら懇切 に指導され た 。 筆者 も同様 の 立場か ら

先生 と宿舎を ともに して 親密の 度を深め ， ときに は討議

をする場面 もあ っ た 。

　同社で は戦時中 に水中音響兵器を製造 した経験 はなか

っ た 。 そ の 結果，指定工場 で あ っ た 日本電気や沖電気

が，戦後い ちは や く兵器 の 改造品を利用 して 魚群探知を

始 め た の とは別 の行 き方を辿 り， 簡易 ・小型 ・軽量化を

実現す る の に は ，か え っ て 都合が良か っ た と筆者は 考 え

て い る 。 菊池先生 は研究部員たちを厳しく鍛え た 。 超音
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波 ・磁 歪 に 関する理 論は もちろん ，送受波器の構成方法

な ど に つ い て も徹底的に実技を教えた。例 えば NA タ

イプ の振動子の 固め方，こ れ に 巻 くゴ ム 電線は絶対に二

重被覆 で なければ な らぬ とい う諷子 で ，実 に 有益 で あ っ

た
25）

。

　 2．3 初期 の 海上実験

　そ の 結果 23年秋 に は試作第 1号音響測深機 （NMD −

2el 型 ）が 完成 ，
11 月 26 日 伊豆大 島往復 テ ス ト に 挑戦

した 。 海上保安庁 の 救難艇富士丸 （250 ト ン ）に装備し

た 20kHz の装置の外観は ス マ
ー

トで あ っ たが，送受波

器が舷外 の 仮装備 で ，そ の うえ当日海上 は大 しけ の 関係

もあ っ て か，わずか 200m ぐらい の 深度 ま で しか記録

で きず，参加 した 保安庁大塚孝技官，東北大学鈴木辰男

助教授など も同情 して い た 。
こ の 実験 に は，中島茂 研究

部長や 津村孝雄 ， 菅沢美利両技師 も乗船 した 。

　 こ の 状況 に 奮起 した 我 々 は，感度を い ちだ ん と上 げ，

周波数 も 50kHz の ニ
ッ ケ ル 振動子を用 い 第 2 回 テ ス ト

に挑戦 した 。
24 年 3 月 10 日，清水港所属船昭鵬丸 （141

ト ン ） の 漁船 に 舷外装備 して 御前崎港ま で 回航 した 。船

に はあまり強 くな い菊池先生 は ， 甲板上 に積み重 ね た ふ

とん の 間 に はま り込ん で ， ヘ
ッ ドホ ン を耳 に 当て 聴音端

子 か らの エ コ ー出力 （141 ト ン ）に聴き入 っ た。そ の あ

ま りに も真剣な態度 に，周囲 の 入達は大 い に 感銘を受け

た 。
こ の ときは約 1 時間 ぐらい の 航海で あ っ たが ， 我 々

グ ル ープ は多 くの 要 改良点 を 見 出 した 。 そ して 「音響測

深機」 と い う既成概念 に とらわれる こ と な く， 真 の 「魚

群探知機」 に脱皮する必要 を筆者等
一

同痛感 した 。

　25 年に 菊 池，望月，阿 部氏 の 論文 「音響測深機 の マ
ー

ジ ン テ ス ト」
3）

が発表さ れ た が，こ の 頃 の 主要研究題 目

の
一つ の 解明で あ る 。

5．　 自由魚 群の 探知

　 3．1 館 山実験 （千葉プ ラ ン ト）

　前 2 回 の 実験で い よ い よ 「真正 の 」魚群探知へ の指向

を決意 した我 々 は，24 年 の 4 月末 か ら千葉県館山市 船

形港 の 網元 ， 鈴木勝太郎氏宅 に 泊 り込み で 実験を行 うこ

と に な っ た 。 東海区水研 の 高山重嶺先生 （後 に漁具漁法

部長） の ご紹介 に よ るもの だが，鈴木氏 自身非常に科学

に 理 解 の あ る 進 歩 的 な漁業家 で あ っ た 。

　産 研 4人，日本無線 4人 の 混成部隊で 持ち寄 っ た魚探

機 は，日本無線 の NMD −201 型，産研 の 記 録式 と初期

の 映像式各 1 台 ， 送受波器 は い ず れ も ニ
ッ ヶ ル 製 NA

角型，50kHz の もの で あ っ た 。

　鈴 木氏 の 経営す る勝丸漁業部は ，

“
エ サ イ ワ シ

”

の 漁

獲兼蓄養業で 巻き網船団と生 け簣を常備 して お り実験に

は十分 な道具立 て が揃 っ て い た 。 菊池先生は学務 多忙 の

た め不参加，仙台 か らの リモ コ ン で 指導 した。

　現地船形港 に 到着 した 我 々
一行は，異様な光景 を見 て

目 本音響学会誌　42 巻 11 号 （1986）

驚い た 。 岸壁 に 大中の カ ツ オ釣 り船 （数 10 ト ン か ら100

ト ン ぐらい ）が，10 隻 あ ま り， 1 か月以上 も繋船 され

たままにな っ て い る 。 餌と して 漁場で撒 き，カ ッ オ群を

呼 び集あ る た めの イ ワ シ が見付か らず不漁 の た め で あ っ

た 。
こ れさえ獲れれば，カ ッ オ は 沖 に た くさ ん い る の

で ，食糧不足問題 の 解消に は絶対必要な の だ と聞か さ れ ・

た 。 魚群探知は刻下の 急務，業者 の 生 命線 な の で あ っ

た。仕 事の 重要性を悟り，使命感に 燃えた 。

　我 々 が採用 した 戦法は ， 奇抜で あ っ た 。 最初か ら棒の

先端に 超音波送受波器を取 り付け た もの を ， 「生 け簣」の

中に 突 っ 込んで ， 魚群か らの 反響を検知す る方法 で あ っ

た 。 魚 探機 の 記録紙上には生 け簧の 中を 回遊す る イ ワ シ

群の 遠近 運 動に従 っ て 濃淡 の 画像が描 かれ た 。 当然す ぎ

る ほ ど当然の こ とで ，実験 は
“

成功
’f

した 。

…これは 「コ

ロ ン ブ ス の 卵」 で あ っ た 。 大 い に 力 を 得 た 鈴木網元 は，

直 ち に 魚探船 と網船 を 仕 立 て て 東京湾 の 漁場 に乗り出

し，我 々 全員を乗船 させ て ，自然の まま に 行動する
“

自

由魚群
”

の 探知 と漁獲実験に も挑戦 した 。

　 し か し前 途 に は厚 い 壁 が あ っ た 。頑 固な 1日習 の と り こ

で ある船頭 （魚撈長）を説得 して ， 実際に 大型巻 き網を

海中に投入 さ せ る まで に は想像を絶する苦労が あ り，ケ

ン カ 寸前 の 場面 も数回あ っ た 。

…い よ い よ 魚群 の 姿が記

録紙上 に描か れ ， 目ざす イ ワ シ が大量に獲れは じめて か

らは簡単で，「魚探ブ ーム 」 に火が つ い た。ま た た く間

lC，千葉県内房 ・外房 の 沿岸に普及 し，魚探機 の な い船

が魚探船の 後を追 い かけ る有様と な っ た 。 それ に して も

こ の 期間中，鈴木網元
一

家 の 皆 さんか ら蒙 っ た援助は筆

紙に尽せ ない もの が あ り，実験員
一

同 の 感謝 の マ トで あ

っ た 。

　 こ の 記録紙を筆者は直 ちに 菊池先生 の 許 に 届 け た 。

大喜 び で 早速 カ メ ラ に収め た 。
こ れ が い わ ゆ る 「千葉 プ

ラ ン ト」 の 初期 の 姿で あ り，我 々 は 「ゼ ロ か らの ス タ
ー

ト」 と称 した の で あ る。参 加実験員 は 平 野 ，野 田，谷義

隆 ， 小宮山玄 二 （以上 産研）， 望月 ， 大川朝次郎 （以上

日本 無線）らで あ っ た 。

　 こ れ に 引き続 い て 産研 の 野 田隆技術部長 の 考案 に なる

映像式 （120 ミ リ ・ブ ラ ウ ン 管） A ス コ
ープ 方式 も試

作 ・実験に成功 し， 房総半島を皮切 りに や が て全国を風

靡 す る に 至 っ tcの で あ る 。

　野 田部長は後に産研専務に昇進 ， 前記鈴木氏 も入社し

て 専務を兼任 した こ とが ある 。 日本無線で は当分記録式

一本槍で 進み，着 々 と量 産に励ん だ 。 戦後 しば らくの 聞

は，GHQ の 「水中音波使 用制限令」 に従い．一時世を

忍ばね ばな らぬ 事情 があ っ て ， 「航路保安機」 と い う仮

の 名を用 い て い た メ ーカ もあ っ たが，各社 ともこ の頃か

ら 「魚群探知機」 を 名乗 る よ う に な っ た。

　抜山先生が後 日 ホ ワ イ トハ ウ ス 氏を案内 して 視察 に来 ．

られた ときも，映像式魚探機を運転 して お 目に かけた が
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魚 探の 黎 明期の 患 い 出

（於館山漁場），ブ ラ ウ ン 管 ス ク リ
ーン 上 に 次 々 と現 れ る

魚群映像に感嘆して お られた 。 ア イ デ ィ ア として は久 山

先生 の パ テ ン トもあ っ た よ うに 思 うが ， 実用 した の は産

研が最先 で あ っ た よ うだ。

　 3．2　玄海灘 の 実用実験 （下関プ ラ ン ト）

　 昭和 24年 4月末，館 山湾 の 生 け簀中 に送受波器を突

入させ て イ ワ シ 魚群か らの
“

エ コ ー”

を確認す る や，筆

者は直ち に 下 関の大洋漁業本社に急行 ，大洋研究所長 の

里正義博士 に 面会 した。こ れ よ り先 ， 実吉先生 か らの 同

社横須賀研究 所長 の東克 已先生 （東北大学化学工 学科出

身） に 紹介され，更 に 本社あて 紹介を受けた の で ある 。

　同社は水産界 の 最右翼で あ り，戦後 の 水 産業科学化に

対し て は，非常な熱意を抱い て い た 。 積極的応援を快諾

され操 業船に装備 して 実用実験を敢行す る こ とに決ま っ

た 。
こ の 実験に は菊池，実吉両 先生 と も大 きな 期待を寄

せ られ き め細か い 指導口 述 があ っ た 。

　第 1 回 の 予備実験は，同社の 第 2 大洋丸 （500 トン ）

で 行 い ，そ の 大 き い の に 驚 い たが，一応性能 テ ス トに合

格，い よ い よ玄海灘 で の 操業実験 に 試用す る こ とに な っ

た 。

　第 2 回実験 。 24 年 7月 27 日，下関漁港 出航，第 56 明

石丸 （75 ト ン 以西底曳船），50kHz の 試製乾式魚群探知

機 ， 舷側装備 ， 蓋井 （ふ たお い）島南東 3 海里 ， 水深約

35m の 平坦 海底 に，盛り上が る魚群 らしい もの 発見 。

約 15分曳網 し 「フ カ 」 「エ イ 」 等の 底棲魚が相当多量 に

獲れた 。
こ れが底曳き漁業に魚 探機を用 い た最初の体験

とな っ た （図
一1）（試 験操業許可済）。

　翌 28El の 日没閭際 ， 蓋井島北西 6海里 を 航行 中 ， 奇

妙な形 の 複雑な記録 図（チ ャ
ー b ）が得 られた 。 こ の 反応

は約 20分 も続 い た （図
一2）。 魚探機に 記録されは じめて

か ら 2 〜 3分後，マ ス ト上 の 見張 り員 が大声 で 叫ん だ 。

図一1 魚 探 槻 で キ ャ ッ チ し，試験 曳 きで 初 めて 獲れ た 底棲 魚
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　　 驥灘 韈韈 蠶灘 靉 鑼
1

鏘韈 韆讖灘 鏤懸

礪驪蠶
鑾 靉驪
図一2 表層付 近 の ア ジ の 密 群 の 探知 記録 図 （S．24．7．28）

「ア ジの ナ ム ラ　（魚群）斜 め 右前方 に 向か う。 」実験立会

者一同大喜びで あ っ た 。

　実験指導 の 里研究所長も非常な ご満悦で ，本社に宛て

て幹部緊急招集の無電を発せ られた ほ どで あ っ た 。
こ の

記録図 （図
一2） は非常 に 珍 らしい 形状 で ，「自由魚群探

知」 の 好適例と認 め られ，後日菊池先生 も水産学会で の

講 演 に ス ラ イ ド映写 し，日本無線 も カ タ ロ グ に 掲 出 し

た 。 送 受波器 は 日本無線製の 50　kHz 　NA 型 ， 記録機と

送受信器 は産研製 ，装備方式 は舷外で あ っ た 。

　大洋漁業は 即 時試製費 と し て 60 万 円 を 支払 わ れ た 。

こ れ は草創期の我 々 に と っ て ま こ とに有難 い こ とで あ っ

た 。 同社で は こ の 以前か ら 14kHz の 魚探機を使用 して

い たが ，
こ の実験 に より 50 　kHz が表層魚や浅海底曳 き

用と して優れて い る こ とが実証された の で あ っ た 。 こ の

当時す で に海上電機で は 下 関の 出張所 が 設 け られ て お

り，所長 （後に 同社の 取締役）大平辰 秋氏か らは い ろ い

ろ親切 に された
2a）

。

　周波数 を 3．5倍に 高 め て解像力を上 げ，感度 も増 した

こ と が 成功 の原因で あ っ た 。

　また古野電気 で もこ の 前後長崎方面 で，集魚灯 で 集 め

た 魚群 （筆者 の い わ ゆ る 拘束魚群） の 検知に 成功 し，多

くの漁船に装備を行 っ た と の話を後 EI聞 い た 。 こ れも周

波数 は 14．5kHz の もの で あ っ た と思 う
24＞

。

　以 上 の 実 験 の 結果，最初抜山先生が 「魚群の 直接探

知」を 目 的 と された研究 申請 の 趣 旨 に かな っ た もの と解

釈 し，関係者
一

同大 い た喜 ん だ 。 こ の 年は我 々 に と っ て

“
魚探元年

”
と呼ん で 良い と思 う。

4．　 産学協 同研 究組 織の 実態

　 4．1 文部省か らの 研究費助成

　昭和 24年の春，産研
・日本無線グル

ープ が行 っ た 館

山実験 …菊池先生 の い わゆ る 「千葉 プ ラ ン ト」 と続 い て

行 っ た 玄海灘実用実験…い わ ゆ る 「下 関プ ラ ン ト」 の 成

功 は，一
つ の 新 しい 流れを生ん だ。 すなわち水産 の 現業

と他の メ ーカ か らも ， も っ と幅広 く研究者 ， 技術老を入

れ，研究 ・実験体制を確立せ よ とい う要望 で あ っ た。そ
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の 結果，筆者を主任研究者と して組織された科学試験研

究に こ の 年の 10月，文部省か ら 20 万円 の 研究費が支出

さ れ る こ と に な っ た 。 課題は 「鰯魚群探知機に 関する研

究」 と い うもの で，なぜ イ ワ シ と限定さ れ た か の 理 由

は，別項館山実験 に書い たとおりで ある 。

　 しか し水産関係 の
一

部，資源関係 ？　 の 専門家筋か ら

は 反 対の 空気 が強か っ た と の 噂を後日聞い たが，研究費

の 出所が農林省で な くて 文部省で あ る と こ ろ に 深刻な意

味がある よ うだ 。 「魚群探知」な ど と い うこ とが で きれ

ば大変な こ とICなる ＝ 資源涸渇
… 「で きるか否か や らせ

て見 る さ」 とい うこ とで あ っ た由。
こ の問題 は後年まで

も続 い て ，ときどき蒸 し返 さ れ た 。

　 そ こ で 委員に は菊池，実吉両先生をは じめ，水産関係

の 研究所，試験場と，前記の大洋研究所 ， 勝丸漁業部等

の 現業も加え衆智を集 め る幅広 い 構成と し，魚探機 の 試

作も行 っ た 。

　翌年 25 年に は更に規模を 広 げ， （財）水産研究会村山

敏三 会長 が主任研究者とな りT 当時 の 魚探機メ ーカ 日本

電気 （海上電機）， 沖電気 も参画 し ， 水産関係 の 学者 や

エ キ ス パ ートを増員し て ， 研究と 簡単な 海上 実験 も行 う

よ うに な り，研究費 も 100万 円程度支給された 。 こ こ ま

で が 文部省の 援助で あ っ た 「魚群探知機 に 関す る 研究」

（水産研究会報第 3 号 ，
1950）。

　 4．2　音響利用水産研究委員会

　文部省の 助成研究 に 対 して は ， 東北大学等の学者グ

ル
ープ の 主導型 で あ っ たが，27年 の 結成組織に 対 し て

は ， 水産庁 が 正 式 に 介入 ， 漁船研究 室長稲村桂吾先生

が主査，橋本，川田三 郎先生，水産研究会大石保矩氏が

幹事 ， 筆者が推挙を受けて 委員長 に 就 任した 。 東北大菊

池，東 工 大実吉の 両先生 は じ め，新た に水大熊凝 ら 4 先

生，東大大島泰雄先生 ，東海区水研源生一太郎 ら 6 先生，

漁研西村実先生 等が新 た に 増強，日本 無線 （中島茂 ），

海上 電 機 （桑原新 ），水産 電気 （古野清孝）各 メ
ーカ 代表

の 諸氏 も加 わ り，総勢 36 名の 大組織 とな っ た 。 水路部

か ら参加 した 田山利三 郎先生は ，
28 年 9 月，明神礁の 調

査 に 出張，遭難 ，殉職された の であ っ た 。

　研究発表の会合等 もときどき開い たが，活動の具体例

と して 伊東市で 行 っ た講習会 の 状況を次に 記す 。

　 4．3 魚探士養成講習会

　昭和 28 年 8 月 23 日 か ら1 週間 ， 伊東市小学校の 校舎

を借 りて の 学課 ，引き続き伊 東海岸 に漁船を浮か べ て 魚

探機取扱法の 実技指導を行 い 相当 の 成果を収め た 。 講師

に は水産や超音 波 の 権威諸先生，筆者 ら委員会 の 幹事は

も ち ろ ん 田内森三 郎水産大学教授，高 山重 嶺東海区水研

部長，稲村漁船研究室長な ど も進 ん で 参加 され，メ ーカ

側 か らは 広沢綱四 郎 （日本電気），西村一郎 （海上電機），

秋元喜一郎 （沖電気），望月 （日本無線）等諸 氏 が 参加

した 。

日本音響学会誌 42 巻 11号 （1986）

　主催者は委員会と水産研究会の 共催だが，水産庁と東

海区水産研 究所が晴れ て 後援者とな り，全国か ら100 名

の受講者が集ま っ て 盛会で あ っ た 。

　「魚探士」 とい っ て も正式の 制度が で きた訳で は な い

が，受講証 書を発行 して 喜ばれた 。 水産界 に 与えた技術

的 レ ベ ル ア ッ プ に は ， あ る程度の効果を及ぼ した と言わ

れ て い る 。 こ の 委員会は 3 か年継続さ れ，水産庁か らは

約 300 万円 の補助金を支援された 。

　 こ の 委員会 と前 後 し て ，菊池 ，実吉，橋本 の 諸先生

が関連研究 や実験報告等を提出，又 は各方面 に発表して

お られ る 。 川田先生の 単行本は特 に 詳細を きわめ て い る

〔川 田三 郎 ， 魚群探知機 ， 全 300頁，昭 31，10 ）
ユ2）

。

　海上実験 で は水産庁関係 の 先生方 と，各メ
ーカ の技術

者が
一体 とな っ て実技指導をした が，こ の海岸か ら網代

沖に かけて は，餌イ ワ シ の好漁場で あり， 菊池先生 もた

び た び 仙台か ら出張 して は 実験に参加 した の で ，学究的

研究成果が 漸次メ ーカ の製造技術に生かされ る成果を挙

げる よ うに な っ た 。
こ の あた りは 日本無線が好ん で 利用

し た サ ン プ ル 実験 の 好適地 で もあ っ た 。

　我が 国の 魚探関係の技術の 発達 が，こ の よ うな学問的

背 景 に裏付け られた こ とは，後 日まで 非常な メ リ ッ トを

生 ん だ 。 世界 の 市場 の 大部分を席捲す る よ う ICな っ た の

も故なき に あ らず と言い た い 。 産 ・官 ・学協同 の モ デ ル

ケ ース が こ こ に あるよ うに 思 う。

5．　 黎 明期の 魚探機 の 普及状況

　戦後我が 国で の魚探の 胎動は 22〜3 年頃か ら始まり，

36 年頃ま で が第 1 勃興 期で あ っ た 。

　24年 （1949） 9 月 の リ
ーダーズ ・ダイ ジ ェ ス ト誌 （英

語版）
35 ）

に よ っ て ，初め て ア メ リカ漁船に 対す る Bendix

会社 の
“Fish　Finder”の 実用状況が知 らされた 。 「ノ ル

ウ ェ
ー

の 大型鰊漁船は ほ とん ど全部 ， 外洋に 出 る鱈漁船

は半数以上装備し て い る」「キ ュ
ーバ 国の 政府 は主 な漁

船 60 隻 に こ の 装 置を つ けるため に 特別資金を充当 した」

等 の 記事 で あ っ た （こ の ときの 和 訳名は
“
魚群発見器

”
）。

　こ れ に魍 して ，我が国 の実情は 表一1の とお りで ある 。

　22〜28年 は 毎年 2 倍 ず つ の 急 ピ ッ チ で 進ん で い る 。

こ の傾向は 36年の第 1次 ピー
クまで 続き， 41年 に年生

産 1 万台，金額 で 30億円 に 達 したが，59 年 で は台数約

9万台 ， 海外輸出も含め て 約 132 億円 に達 した 。

　自動車産業等 の ス ケ
ー

ル に 比較して 決 して 大 きい もの

で は な い が，例えば我 が 国 の 年間漁獲量 1，000万 ト ン 前

襄
一1　国内年次別魚探機装備台数

昭和 年　　　21　 22　23　 24　 25　 26　 27　　 28

台 数 ［・。？ 3986 ・8・ 4・・ 8・5 ・，566　 ・，・・9

（注 ）　21，22年 頃の 数字 に は海外製品 が多少 混 入 して い る可能

　　 性が あ る （漁 船資料第 4 号，漁船 課 S．29 よ り摘記 ）。
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魚探の 黎明 期の 思 い 出

後 の うち，直接 ・間接に 魚探機が貢 献す る度合は 60〜70

％以上 に も達す るで あ ろ う し，海外市場の 90％以上を

占め る今 日，各国 の 水産業界に及ぼす利益も莫大で ，大

い に誇 っ て よ い と思 う。

6． 魚探機 開発途上 の トピ ッ ク ス

　魚探 の 黎 明 期 は戦後の 激変 期で あ っ たがゆ え に 数 々 の

出来事 があ っ た 。 そ の なか か ら主な ト ピ ッ ク ス を拾 っ て

み よ う 。

　 6．1　 GHQ の水中音波使用制限令

　昭和 21 年 （1946）と言えば，2 ・1 ゼ ネ ス ト騒 ぎで 日

本国中が大ゆ れ に ゆ れた時期 で あ る 。 同年 2 月 18 日を

皮切 りに，23 年 9月 11 日まで の 間に ， 前後 6 回 に わた

り，日本政府に 宛て た覚え書 きが連合軍総司令部か ら発

せ られた 。 こ の メ モ ラ ン ダ ム （覚え書 き）は至上命令で

あ る 。

　「音響測深機 （acoustic 　fathometer ）として漁船か ら垂

直下方向 に 使用す る 場合 の み許可す るが ，水中で直接探

信す る こ とは許さな い 」 とい う要 旨で あ っ た 。 厳 しい 制

限で あ る 。

　 こ の こ と は水産資源の 増獲に よ っ て 戦後の 致命的食糧

難の救済を念願と し，廃墟か ら立 ち上 がろうと必死の 努

力を試 みつ つ あ っ た 魚探関係者 に と っ て は
一

大 シ ョ ッ ク

で あ っ た 。

　 メ ーカ に よ っ て は，一時世を忍 ぶ 仮 の 姿と して
“

航路

保安機
”

と い う名称で 製造 ・販売 した時期 もあ っ た 。 し

か しそ れで は 「自由魚群の 探知」を 目標と した我 々 同志

一東北大，日本無線 産研 グル ープ と し て は は な は だ心

外 で あ っ た 。 な か に は戦後 に 志を立 て て 魚探 の 研究 に着

手 したばか りの作業を，中止 して しま っ た 人達 もい た よ

うだ 。

　幸運に も伊藤庸二 博士 （元海軍技 術大佐）が 以前か ら

GHQ 経 済科学局科学技術部長 の C ．　Kelly 博士 と親交

が あ っ た の で ， 日本無線 の 中島研究部長 と筆者 が 協力 し

て 起草 し，連名で 制限解除 に 関する 「請願書」を提出す

る こ と に な っ た （伊藤先生 は 中島部長 の 実兄）。

　 菊池先生 そ の他の 学識経験者 も共同研究者と して メ ン

バ に 入 っ て い た だ き．具体的 な技術事項を十分 に織 り込

ん で作製 し提出した 。

　 24 年 の 春 に着手 した が ， 何回 も書き直 し を 命ぜ られ

た 。 結局翌 25 年 （1950） 1 月 16 日付で 伊 藤博 士 （文化

復興吏料調 査会）宛通知 の 書簡が 届 い た 。 「音響測深機

の 使用制限解除に関する請願書 は受理 さ れ た 。
こ の制

限 は 1949 年 12月 21 日 限 りで 撤廃さ れ た 。 」 と い うこ と

で ，出願 日付等 に つ い て は，当方の 記 憶と多少食違う面

もあ っ たが，我 々 グル ープは大 い に 勇躍 して 既定針路を

邁進す る こ とに な っ た 。

　 沖電気や 日本電気等の他社か らも ，
こ れ とは別 の ル

ー

881

トで 解除運動を行 っ たと い う こ とを聞い た Q

　6．2　ベ ン デ ィ ク ス 社技師の 落胆

　昭和 26 年 9月 10 日千葉県館山市の 県水産試験場で 水

産科学製品の 展示が行われ た の に 引 き続き，魚探機 の 海

上実験 を行 っ た 。 こ れ に は菊池，実吉 ， 橋本先生をは じ

め ，メ
ーカ か らは 日本電気 （中野伸平），沖電気　（塘正

夫），古 野電気 （吉 田盲亮），日本無線 （中島）諸 氏，産

研 （平野）等多数参加 し大 い に 気勢が上 が っ た が，こ の

とき ア メ リカ Bendix 会社の技師 フ ァ
ーン ズ ・ワ ース 氏

が 記録式魚探機を出陳し た 。

　機械的 に はす ぐれ た 性能はあ っ たが，音響工 学的 に は

見 る べ き ほ どの もの は な か っ た 。 同氏 は世界数 か国を巡

り，「日本が最 後で大 い に売 り込みが で き る と期待 して

きた の に，大学者 と
一流 メ

ーカが， こ の よ うな緊密に協

同 して い る姿に はとて も歯が立た な い 」 と非常に 落胆 し

て い た 。 筆者はそ の 後東京 で 再会，沼津に来るよ う誘 っ

たが，固 く辞退 した 。
こ の 頃我が国で は外国製 魚探機 の

輸入 は事実上 ゼ ロ だ っ た。国産品 の普及は 800 台 ぐ らい

で あ っ た 。 当時 60 歳の 彼は あ の 日 ，

一
同 の 眼前 で泳い

だ が ，心中は い かが で あ っ た で あろうか 。 空 しく帰国 し

た よ うだ。

　 6．3　 ドイ ッ E ・A 社 の 特許を撃 退　 　 　 　 　．

　 ド イ ッ の エ レ ク ト ロ
・

ア ク ス チ ッ ク社は世界的 に 令名

高い音響技術会社で ，筆者 は戦時中同社製 の 空中聴音機

を模造 した こ とが ある （海軍の 兵器）。

　 同社の 出願に よる 「反響音測深装置」が特許出願公告

に な っ た の は，昭和 29 年 （1954） 8月 31 日で ， 付記が

16項 目もあ る内容で ，もし こ れ が 登 録 さ れ れば ， 映像式

魚探機 （含音測機）は全滅とな る 。 産研で は大 い に 奮起

し異議申立を し，
3 年 4 か月の 激闘 の 末異議 申立 が 認 め

られた 。 こ の とき，菊池先生か らも有力な助言を い た だ

い たが，特許破わとな る と，また別 の 技術 も必要で ，大

阪の 三 洋電機の エ キス パ ート諸 氏が全面的に協力 ・支援

して 下さ っ た 。 最近 で は よ ほ ど事情は 違 っ て きた と思 う

が ，他社が 比較的 の ん 気 に構え て い た フ シ もあり，不 思

議 に 思 っ た。特許庁も含め外国 コ ン プ レ ッ ク ス があ っ た

の で はな い だろうか 。
こ の とき鷲見 昭雄弁理 士か らも力

強 い協力を得 た 。

了． 魚探の もう一つ の ル ーツ

　　 （木村喜之助先生の 業績）

　筆者は 久 しい 以前 か ら，沼津の 三 津 （み と）海岸で 日

本最初の 「魚探実験」が行われた とい う 「神話」を聞い

て い t 。木村喜之助先生 の こ とで ある 。

　去 る 60 年 11月 19 日 。 東北区水産 研究所 福島信
一

海

洋部長 の ご 案内を い た だ き，東北大の 中鉢憲賢先生と 同

道 で 木村 先生 の ご 自宅を訪問 し， 奥様喜代子夫人 も同席

され て 昔語りを つ ぶ さ に うか が い ，また ， こ れが ご縁 で
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詳細な文献資料もい ただ くこ と が で きた 。 そ の 資料集は

末尾 に 記すM ）
−31｝

。

　 先生 は邸宅 の 裏手に見晴 しの良い研究所を建て ， 松島

湾を一望 の もと に収めて 「潮影」 の観測を今なお行 っ て

お られる由で あっ たが，健康を著 しく害 して 行 動に 不 自

由の様子 も見 られた 。 喜代子夫人 の 献身 の 姿に 心打た れ

た 。

　 実は筆者は 昭和 20年 8 月終戦 の 数 日後，当時沼津の

海軍技研音響研究部で木村先生 の 来訪を受け た こ とが あ

る 。 27年頃東北区水研の 所長時代 ， 当方か らお訪ね して

カ ツ オ ・マ グ ロ の 魚群像 に つ い て の 研 究報告を い ただ い

た 。 旧知 の 間柄な の で 非常に喜ん で 下さ っ た 。

　 木村先生 は昭和 2 年東京帝大物理学科卒業後直ち に水

産講習所技手 ， 同 4 年水産試験場技師 に 任官され た が ，

昭和 5 年頃 に 至 る 4 年間，「音響装 置 ニ ヨ ル 魚群検出法」

を テ ーマ と し，
200 　kHz の 超音波を用 い，1kHz を重畳

させ て 可聴音を取り出し，こ れを ヘ
ッ ドホ ン で聴 き，電

磁 オ ッ シ ロ に 撮影する方法で ，海岸 （沼津市淡島 〈あわ

しま〉沖 ），広島県大長養魚試験場で 綿密 な る 実用実験

を繰 り返 した の で ，現在見 て も立派な オ ッ シ ロ グ ラ ム が

残され て い る 。

　 当時と して は超音波実験に 用 い る 送受波器 （水晶を用

い る ラ ン ジ ュ
バ ン 方式）な ど適当な もの が容易 に得 られ

ず，非常 に 苦労さ れ た らしい が ，実験対象 の 魚の 匹数な

ど正 確 に 数えて お られる点な ど，そ の 後 の エ レ ク トロ ニ

ク ス 技術関係者の及ばな い面 もあ り， 実に貴重な報告書

が多 く残 され て い る 。

　 そ れ らの 資 料 に よ る と，当時，水産試験場の 田内森

三 郎先生 らの 指導 で 始 め た らしい が，実 は
“
物理学的方

法
”

に よ っ て 魚群を見 出した い と い う願望 は ， 早 くも大

正 9 年，大 日本水産会で ，「魚 群察知機」 の 名 で 懸賞募

集 し，そ の なかか ら春日 信市先生 の 特許 （大正 11年特

許 40502 ） が 生 ま れ た と あ る 。

　木村先生は昭和 18 年 に は 海軍省水路部の 嘱託 に もな

っ て お られるか ら，筆者に もご縁が ある訳 だが，25年 に

は東北大学教授 （農学部文部教官兼職）に任官，40 年ま

で 15 年間続 い て い る 。 実 は 終戦直後 20 年末か ら抜山先

生 の 呼びか けで今井丈夫先生が魚探研究 の メ ン バ に な ら

れ，菊池先生 が 主任研究員 で 筆者等も参加 し た 次第で あ

る が ， 何か関連 があ りそ うな の で 目下調査 中で ある 。 い

ずれ に して も， 魚探一東北大学の 山脈に，更に
一

つ の 山

脈が加わ っ た こ とは確実 で ，こ の 方 が古 くて ル ー
ツ の 源

流 に 近 い 感 じが する 。

　稿を終え る に 当た り，な お 一つ 気付 い た こ とが ある 。

そ れ は木村先生が沼津で 実験 さ れ fcと き も， その 後約

20 年 を 経 て ，小林勝
一郎先生が や はり沼津の 海岸 で 魚

　 　　　る　　　ロ
群探見機を実験計画 さ れた と き も， 筆者が 三 浦半島油壺

で 「音響垣網」 の 実験を した ときも，期せ ず して 「定置

日本音響学会誌　42 巻 11 号 （1986）

網」 を対象 と した こ とで あ る。こ れは 「定 置網が そ こ に
　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ　　　
ある」か らだ 。 「魚 は垣綱に 遮 ぎ られ て そ こ に 集 ま る」

か らだ 。 すな わ ち筆者の 言 う 「拘束魚群」 の検知を企て

た点で ある 。 こ の言葉の意味は．魚の種類そ の もの の こ

とで はな く，魚 の 現在 の 「存 在状態」 を指す もの で ある

こ とを，専 門家諸賢 もだんだん に 理解 して 下 さるもの と

信ずる 。 「自由魚群 の 探知」は そ の 後 に 至 っ て 発達 した

考え方で ある 。

8． 結 言

　魚探機の 黎明期の 姿 と故菊池喜充先生 らの 活躍ぶ りを

浮 き彫 りに す る意図で 本稿を綴 っ た が，意余 っ て 筆力不

足 ， は な は だ雑然と した 文章に終わ っ て 申訳な い次第で

深 くお詫びす る q

　魚探関係 と，魚探 に そ の 源を発 した超音波 医 学 関 係

は，そ れ ぞ れ最盛期を迎 え ， 更に 止 ま る と こ ろ を知 らず

世界的ス ケ ール に 進展 しつ つ ある 。 他 日適当な中心入物

の手 に よ っ て ，これ らが 詳細に語 られる こ とを切に期待

して い る。
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